当システム参加医療者、医療補助者の権利と義務規定
語句の定義：本規定に用いられる語句は以下のように定義、代用される。

1) 慢性疾患診療支援システム：当システム

2) 慢性疾患診療支援システム研究会：当研究会

3) 加入患者：当システムを利用する慢性疾患を有する者

4) 保護者：加入患者が未成年の場合、もしくは自己の意思を第3者に十分に伝達することが不可能な加入患者の場合その保護者

5) 診療者：当システムにおいて診療を担当する医師

6) 診療補助者：当システムにおいて診療の補助を行う医師以外の医療関係者

7) 管理者：当システムの管理運営に当たる者

8) 医療関係機関：当システムにおいて診療もしくは診療補助を行う機関

9) 基本的個人情報：加入患者の生年月日、住所、電話番号など当システムにおける診療に当たり必ずしも必要としない加入患者の基本的個人情報

10) 患者医療情報：検査結果、投薬内容、診療情報など、当システムにおけるデータの内、診療上重要と考えられる加入患者個人の医療情報

11) 一般医療情報：特定の患者と連結することが困難な医療情報で個人情報保護法や行政機関個人情報保護法などの個人情報の保護に関する法律に該当しない情報

補足第1章：本規定同意の意義

補足第1条：

本規定は、患者加入規定をその基本として、参加診療者もしくは医療補助者に関する追加規定について補足したものである。したがって、本システムに参加するすべての診療者および診療補助者は患者加入規定に関しても同意しこれを遵守するものとする。またすべての参加医療者もしくは医療補助者は当研究会会則の規定を遵守しなければならない。

補足第2章：診療者ならびに診療補助者の権利、義務
(診療者ならびに診療補助者の権利)

補足第2条：診療者ならびに診療補助者は以下の権利を有する

(1) 当システムに登録され閲覧許可を得ている患者医療情報の閲覧

(2) 当システムに登録され閲覧許可を得ている患者医療情報の追記

(3) 当システムに登録され閲覧許可を得ている患者医療情報の修正
(4) 当システムの提供するサービスの要求

(5) 当システム登録患者情報中、閲覧許可を得ている患者情報の集計や統計結果などの情報

(6) 当システムへの自由意志による退会

(診療者ならびに診療補助者の義務)

補足第3条：診療者ならびに診療補助者は以下の義務を有する

(1) 当システム目的やその精神に則り規定を遵守すること

(2) 加入患者の診療データを迅速かつ確実に当システムへ入力すること

(3) 当システム拡大のために、患者や医療関係者などに積極的に活動を行うこと

(4) 当システムが開催する活動への積極的参加

(5) 加入患者や他の加入医療機関、医療者、医療補助者等に対する迷惑行為を行わないこと

(6) 加入患者や他の加入医療機関、医療者、医療補助者等に関する診療情報や個人情報診療を第3者に対して当研究会の承認なしに開示しないこと
(7) 当システムの利用目的の院内掲示、もしくは管理しているホームページなどへの掲示を行う
(8) その他当システムの運用上問題と判断されることをしないこと

(患者診療情報の登録、変更等)
補足第4条：

(1) 当システムに登録した診療者は、患者から認証を受けた場合、当システムが有する当該患者の患者診療情報の登録と変更を下記のように行うことが出来る

(a) 診察時に当システムに登録が求められている診察データ
(b) 変更を行った投与薬物データ

(c) 当システムに登録が求められている診察時に施行した検査項目とその内容

(d) その他当システムで患者診療に必要であると規定されている診療情報

(2) 当システムに登録した診療補助者は、患者から認証を受けた場合、当システムが有する当該患者の患者診療情報の登録と変更を下記のように行うことが出来る

(a) 投与薬物の修正：ただし、修正内容は投与もしくは投与変更を行った診療者にその内容につき連絡が別途送られる。

(b) 禁忌薬等、患者診療を行う上で重要な事項に関して登録もしくは追加が可能

補足第2章：費用

(会費等)

補足第5条：当システム加入に当たり本研究会への入会が必須となる。入会に際しては、本研究会で定める入会金や年会費等の費用を納入する必要がある。閲覧のための通信費、コンピュータ機器などの閲覧端末に必要な電子機器は自己負担により支払いもしくは購入する。また、以下に示すような一部のサービスに関しては、有料となる場合がある。

(1) 閲覧許可患者情報の集計結果情報の提供

(2) 当システム所属の専門医による診療内容相談などの医療相談

(3) その他、対応に相当の経済的、人的負担が必要と判断される業務

金額に関しては別途定める。諸条件の変化に伴い、上記の内容は変更される場合がある。
補足第3章：個人情報保護

(個人情報) 
補足第6条：当システムにおける個人情報の取り扱いに関して、患者加入規定に定めた内容を十分に理解し適切に対処する必要がある。患者個人情報の適切な取り扱い加え、診療に参加している他の診療者、診療補助者の個人情報保護にも十分な注意と適切な対応を行う必要がある。当システム内における個人情報保護に関しては、当システムの運営者である慢性疾患診療支援システム研究会の責任の下で行うが、各診療者もしくは診療補助者が取り扱う個人情報に関しては、各自でその責任を負う。
(個人情報取り扱い体制)
補足第7条：各診療者もしくは診療補助者は各個人もしくは診療機関事で、情報管理に関する責任体制を明確にし、個人情報の保護を実践する。

補足第8条：各診療者もしくは診療補助者は当システム利用に当たり雇用者を使用する際には、派遣者、一時雇用者も含め当システムの管理、運用に関連するすべての非雇用者に対し、個人情報に関するコンプライアンス・プログラムを教育し、これを遵守させ、問題や事故があった際には速やかに対処を行うと共に、本研究会への提出を行う。 
(個人情報の保管)
補足第8条：各診療者もしくは診療補助者が閲覧許可を受けた患者の個人情報を当システムから受けた場合は、個人情報保管のためのみを目的としたオンライン接続されていないコンピュータによって管理すること。
(個人情報の第3者管理規定)
補足第9条：各診療者もしくは診療補助者が閲覧許可を受けた患者の個人情報を当システムから受けた後該当患者から閲覧許可を取り消された場合は速やかに、患者個人情報は抹消し、その旨を本研究会に通知すること。また得られた患者情報に関しその処理や管理を外部に委託する場合は、個人情報の適切な取り扱いを行っていると認定される適切な業者を選定すること。また契約時には秘密保持契約を結ぶなどして個人情報の不適切な取り扱い使用を防止すること。

(個人情報の開示)
補足第10条：加入患者もしくは保護者からの開示請求があった場合でも、患者情報の提出は当システムを介し行うのみとし、各診療者もしくは診療補助者が直接提供しないこと。
(個人情報に関するクレーム対応)

補足第11条：加入患者もしくは保護者から個人情報の取り扱いなどに関し、苦情等があった場合、対応する部署が迅速かつ誠実に対応すると同時に本研究会に迅速に連絡を入れ適切な対応を得る。
補足第4章：加入、退会等
(加入方法)

補足第12条：当システムへの加入は、当研究会への入会を前提とする。当システムへの加入を希望する場合、参加同意書に署名の上、加入申請書を当研究会へ提出すること。加入申請書の控えは加入診療者もしくは診療補助者が保管すること。加入申請書を当研究会が受理した後、当研究会は迅速に加入手続きを行い、申請者に対し、加入完了の連絡と診療者もしくは診療補助者個人識別番号と仮のパスワードを通知する。当システムへの加入は当システムの目的に賛同し上記規定に従うものであれば全ての診療者もしくは診療補助者がその対象となる。ただし、以下の場合、入会が拒絶されることがある。

1) すでに当システムに入会している者

2) 当システムの目的以外の目的のために入会を行おうとする者

3) 当システムの運用に対し、悪意を持ってその運用を妨害すると当研究会が認定する者

ただし、過去に入会後、退会した者に関しては、過去の個人情報はすべて退会の時点で消滅されているために、新規患者として取り扱う。

(加入後の義務)

補足第13条：加入診療者もしくは加入診療補助者は、個人情報漏洩を防ぐために仮のパスワードは通知を受けた後に迅速に変更すること。これを怠ったために、患者診療情報が第3者に漏洩した場合、当研究会はその責を追わない。また第3者にパスワードの漏洩を防止するため、加入診療者もしくは加入診療補助者は定期的にパスワードの変更をすること。

(登録内容の変更依頼)

補足第14条：加入診療者もしくは加入診療補助者の住所、連絡先等の基本個人情報に変更があった場合、下記のいずれかの方法で当研究会へ連絡を行うこと
1) 電子メールによる連絡

2) 所定用紙に必要事項を記入しFAXもしくは郵送による当研究会へ通知

尚、登録内容の変更が行われた際には、変更内容の確認のために、当研究会から加入診療者もしくは加入診療補助者に対し改めて変更内容の通知を行うものとする。

(退会)

補足第15条：当システムからの退会は加入診療者もしくは加入診療補助者本人の意思により自由に行うことが出来る。退会に当たり、退会者は当システムを介し得た全ての患者情報を迅速に処分しその旨を当研究会に通知すること。

(違反行為に対する責任)

補足第16条：当研究会が、加入診療者もしくは加入診療補助者が当システムの運用に際し、重篤な違反行為を犯した場合、または適切な目的に応じた使用を行っていない場合、これらを退会させることが出来る。また、加入患者もしくは保護者の当システムに対する違反行為により当研究会もしくは当システムが重篤な障害を蒙った場合その弁償を請求することが出来る。当研究会は、加入診療者もしくは診療保護者の責任によって生じた加入患者、保護者もしくは第3者の不利益に関してはその責任を負わない。
本規定書のすべての著作権は慢性疾患診療支援システム研究会に帰属し、許可なく、本規定書の全体もしくは一部の複製使用を禁止する。
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ホームページアドレス: www.manseisien.jp
参加病院の責任と義務について
この度は、慢性疾患診療支援システムにご加入頂き誠にありがとうございます。

本システムの運用に当たり以下の点をご了解頂きますようお願い申し上げます。

1) 当研究会より配布いたします利用目的の院内掲示をお願い致します。尚、利用目的に関しましては、当研究会のホームページにも掲載されております。
2) 参加患者様よりの同意の取得：同意書ならびに当システムの説明書をご送付いたしますので、当システムに関し患者様にご説明頂くと同時に、患者様もしくはその代理人の方から必ず同意書へのご記入を頂くようお願い申し上げます。同意書は2枚複写になっておりますので、1部を患者様にお渡し頂き、1部を当研究会にご送付頂きますようお願い申し上げます。尚、患者様への説明書は患者様のご理解を容易にすることを目的として平易な表現を用いております。詳細な規約等をご希望される患者様の場合、当研究会のホームページをごらん頂くか、当研究会へ規定の送付をお申し付けくださいますようご連絡をお願い致します。尚、同意書の提出対象は当研究会となっておりますが、本同意は貴施設におけるデータ交換を含むことを患者様にご明示頂けると幸いです。
3) ご提出いただきました参加患者様に関する情報は、個人情報保護法もしくは行政機関個人情報保護法に基づき厳正に管理されることを患者様にご理解頂きますようご説明をよろしくお願い致します。
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